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時
10
月
３
日（
月
）午
前
９
時
30
分
〜

 

午
後
３
時

　
　

   

４
日（
火
）午
前
９
時
30
分 

〜

 

正
午

問
市
消
費
生
活
リ
ー
ダ
ー
ク
ラ
ブ

 

（
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
内
）

℡
０
６
・
６
９
９
２
・
１
３
３
７

☆
ゆ
ず
り
ま
す

○
角
型
蒸
し（
ア
ル
ミ
製・

 

１
辺
25
㎝
、高
さ
25
㎝
）

○
電
話
機（
フ
ァ
ク
ス
付
き
、

 

シ
ャ
ー
プ
製
、白
色
）

○
車
ボ
デ
ィ
カ
バ
ー（
ホ
ン
ダ・

 

ス
ト
リ
ー
ム
用
、
グ
レ
ー
色
）

○ 

さ
つ
き
用
薄
型
素
焼
き
鉢（
直
径

12
㎝
・高
さ
５
．５
㎝
、直
径
15
㎝
・

高
さ
７
㎝
各
20
個
）

○
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
カ
バ
ー

　
（
グ
レ
ー
色
）

★
求
め
て
い
ま
す

○
ミ
シ
ン

○
車
い
す

○
大
人
用
自
転
車

○
ア
ッ
プ
ラ
イ
ト
ピ
ア
ノ

○
ワ
ー
プ
ロ

注 

申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、４
日

（
火
）の
受
付
終
了
後
に
セ
ン
タ
ー

で
抽
選
し
ま
す
。

　

 

リ
サ
イ
ク
ル
品
の
故
障
や
破
損
に

関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
は
、

責
任
を
負
い
ま
せ
ん
。

登
録
受
付・紹
介
の
み（
品
物
は
お
預
か
り
し
て
い
ま
せ
ん
）

リ
サ
イ
ク
ル
情
報
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安全・安心 くらし

①
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク・
バ
イ
オ
レ

ン
ス（
家
庭
内・配
偶
者
間
暴
力
。

以
下
、Ｄ
Ｖ
）の
影
響
を
受
け
る
児

童
虐
待

　
全
国
児
童
相
談
所
が
２
０
１
５

年
度
に
対
応
し
た
児
童
虐
待
の
数

は
10
万
４
千
329
件
と
な
り
、
初
め

て
10
万
件
を
超
え
ま
し
た
。
暴
言

や
脅
し
な
ど
で
子
ど
も
の
心
に
傷

を
つ
け
る「
心
理
的
虐
待
」が
４
万

８
千
693
件
で
全
体
の
47
．２
％
で

際
立
ち
ま
す
。
殴
る・
蹴
る
な
ど

に
よ
る
身
体
的
虐
待
は
２
万
８
千

611
件
、
食
事
を
与
え
な
い
な
ど
の

ネ
グ
レ
ク
ト（
◆
）が
２
万
４
千
438

件
、
性
的
虐
待
は
１
千
518
件
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
都
道
府
県
別
で
は
、
大
阪
府
が

最
も
多
い
結
果（
１
万
６
千
581
件
）

と
な
り
ま
し
た
。
続
い
て
神
奈
川

県
、
東
京
都
と
大
都
市
圏
に
多
い

傾
向
が
見
ら
れ
ま
す
。

　
２
０
０
４
年
の
児
童
虐
待
防
止

　
防
火
管
理
者
が
不
在
の
事
業
所

な
ど
は
、
管
理・
監
督
的
な
立
場

の
人
が
受
講
し
、
資
格
を
取
得
し

て
く
だ
さ
い
。

時
▽
10
月
26
日（
水
）

 

午
前
９
時
40
分
〜
午
後
５
時

　
▽
27
日（
木
）午
前
９
時
40
分
〜

 

午
後
３
時
30
分

注
２
日
間
と
も
受
講
が
必
要

時
11
月
10
日（
木
）午
前
９
時
30
分

場 

守
口
市
門
真
市
消
防
組
合
消
防

本
部（
門
真
市
殿
島
町
７－

１
）

定 

普
通
救
命
講
習
Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ
、救

急
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
再
講
習

合
わ
せ
て
先
着
60
人

¥
200
円（
テ
キ
ス
ト
代
な
ど
）

申 ・
問
10
月
11
日（
火
）〜
11
月
４

日（
金
）午
前
９
時
〜
午
後
９
時

に
守
口
消
防
署

℡ 

０
６
・
６
９
９
３
・
０
１
１
９

申 ・
問
守
口
市
門
真
市
消
防
組
合

消
防
本
部

℡ 

０
６
・
６
９
０
６
・
１
３
０
５

注 

救
急
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
再
講

習
を
申
し
込
む
際
、
資
格
の
有

効
期
限
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

  

電
話
で
の
申
し
込
み
は
で
き
ま

せ
ん
。
ま
た
、
駐
車
場
は
あ
り

ま
せ
ん
。

普
通
救
命
講
習
Ⅰ

内 

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
り
扱
い
お
よ
び
成

人
へ
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
用
い
た
心
肺

蘇
生
法
な
ど

対
初
め
て
心
肺
蘇
生
を
学
ぶ
人

講
習
時
間　
３
時
間

普
通
救
命
講
習
Ⅱ

内 

普
通
救
命
講
習
Ⅰ
の
内
容
に
加

え
、
実
技・筆
記
試
験
を
実
施

対 

大
勢
の
人
が
出
入
り
す
る
場
所

な
ど
の
勤
務
者
、
心
肺
停
止
者

に
遭
遇
す
る
可
能
性
が
高
い
人

講
習
時
間　
４
時
間

普
通
救
命
講
習
Ⅲ

内 

新
生
児
、
乳
児
、
小
児
を
対
象

と
し
た
心
肺
蘇
生
法
な
ど

対 

日
常
的
に
小
児
に
接
す
る
頻
度

が
高
い
人

講
習
時
間　
３
時
間

救
急
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
再
講
習

内 

救
命
に
必
要
な
応
急
手
当
の
指

導
要
領

対 

救
急
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
資
格

認
定
日
、
ま
た
は
再
講
習
最
終

受
講
日
か
ら
３
年
以
内
の
人

講
習
時
間　
３
時
間

▽
家
の
周
り
に
物
を
置
か
な
い

　
 

新
聞
紙
や
雑
誌
な
ど
燃
え
や
す

い
物
を
置
い
て
お
く
と
、
放
火

の
原
因
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

　

 

ご
み
は
指
定
日
の
朝
に
排
出

し
、
車
庫
や
倉
庫
な
ど
の
戸
締

ま
り
も
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

▽
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
確
認
を

　

 

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
電
池
を

交
換
す
る
目
安
は
10
年
で
す
。

　

 

必
要
な
場
合
は
交
換
す
る
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

　
こ
れ
ら
を
確
認
し
、
今
一
度
住

宅
火
災
の
予
防
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

問 

守
口
消
防
署

℡ 

０
６
・
６
９
９
３
・
０
１
１
９

場 

守
口
市
門
真
市
消
防
組
合
消
防

本
部（
門
真
市
殿
島
町
７－

１
）

定
先
着
76
人

¥
４
千
円（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

持 

写
真（
縦
30
×
横
24
㎜
、上
半

身
、脱
帽
、無
背
景
）１
枚

備 

講
習
会
の
詳
細
、
場
所
な
ど
は

同
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
ま
す
。

申 ・
問
10
月
３
日（
月
）〜
21
日

（
金
）午
前
９
時
〜
午
後
５
時

（
土・
日・
祝
日
は
除
く
）に
、守

口
消
防
署

℡ 

０
６
・
６
９
９
３
・
０
１
１
９

申 ・
問
守
口
市
門
真
市
消
防
組
合

消
防
本
部
予
防
課

℡ 

０
６
・
６
９
０
６
・
１
３
０
２

HP http://www.mkfd119.jp/

　
季
節
が
冬
に
近
づ
く
に
つ
れ
、

火
を
使
用
す
る
機
会
も
増
え
て
き

ま
す
。
火
災
が
発
生
し
な
い
よ
う

に
、
以
下
の
こ
と
を
確
認
す
る
習

慣
を
身
に
付
け
ま
し
ょ
う
。

▽ 

ス
ト
ー
ブ
に
物
を
近
づ
け
な
い

カ
ー
テ
ン
の
近
く
で
ス
ト
ー
ブ

を
使
用
し
て
い
ま
せ
ん
か
。

　

 

ス
ト
ー
ブ
の
上
で
洗
濯
物
を
乾

燥
さ
せ
る
こ
と
は
危
険
で
す
。

▽ 

コ
ン
ロ・
グ
リ
ル
を
掃
除
す
る

固
ま
っ
た
油
が
熱
さ
れ
、
火
災

を
引
き
起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
ガ
ス
チ
ュ
ー
ブ
が
溶
け
て

い
な
い
か
も
、
見
落
と
し
や
す

い
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

法
の
改
正
で
、
面
前
Ｄ
Ｖ
が「
心

理
的
虐
待
に
あ
た
る
」と
明
記
さ

れ
た
こ
と
で
、
改
正
後
に
心
理
的

虐
待
が
増
加
し
て
い
っ
た
の
で

す
。
２
０
０
６
年
度
以
降
、
虐
待

件
数
総
数
が
２
．８
倍
に
な
り
、

そ
の
う
ち
心
理
的
虐
待
が
７
．６

倍
と
急
増
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
だ

け
面
前
Ｄ
Ｖ
を
経
験
す
る
児
童
が

加
速
的
に
増
え
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
す
。

　
そ
の
背
景
に
は
、
今
も
と
ど
ま

る
と
こ
ろ
を
知
ら
な
い
Ｄ
Ｖ
が
多

発
し
て
い
る
こ
と
を
表
し
て
い
ま

す
。
子
ど
も
の
面
前
で
行
わ
れ
る

Ｄ
Ｖ
が
子
ど
も
の
心
に
深
い
傷
を

与
え
る
こ
と
は
、
目
に
見
え
て
考

え
ら
れ
る
こ
と
で
す
。
父
親
の
暴

力
を
止
め
に
入
っ
た
た
め
に
身
体

的
に
傷
を
負
っ
た
り
、
腹
い
せ
に

子
ど
も
が
大
切
に
し
て
い
る
サ
ッ

カ
ー
ボ
ー
ル
に
キ
リ
状
の
も
の
で

穴
を
あ
け
た
り
、
電
子
辞
書
を
投

げ
つ
け
壊
し
た
際
に
、
破
片
が
目

に
入
り
失
明
寸
前
に
な
っ
た
り
…

重
複
的
な
暴
力
を
被
る
こ
と
も

多
々
あ
る
の
で
す
。
身
体
的
虐
待

は
前
年
度
に
比
べ
て
２
千
430
件
、

ネ
グ
レ
ク
ト
も
１
千
983
件
の
増
加

で
す
か
ら
、
子
ど
も
の
成
長
過
程

に
お
け
る
傷
つ
き
が
い
か
に
大
き

な
影
響
を
与
え
る
か
と
い
う
こ
と

を
考
え
る
と
、
早
い
段
階
で
救
済

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。

　
啓
発
と
防
止
は
よ
く
言
わ
れ
る

こ
と
で
す
が
、
具
体
的
に
ど
の
よ

う
な
形
で
啓
発
し
防
止
に
つ
な
げ

て
い
く
か
が
大
き
な
課
題
で
す
。

　
親
か
ら
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
早
い
段
階

で
受
け
て
、
地
域
で
支
援
す
る
体

制
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と

思
い
ま
す
。

　
地
域
力
を
磨
く
こ
と
は
市
民
の

皆
さ
ん
の
力
だ
け
で
な
く
、
行
政

機
関
の
連
携・
連
帯
を
図
り
母
子

の
救
済
に
取
り
組
む
姿
勢
が
求
め

ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。

備 

感
想
な
ど
は
、
人
権
室
ま
で
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。

問
人
権
室

℡ 

０
６
・
６
９
９
２
・
１
５
１
２

（
◆
）育
児
放
棄
を
意
味
し
ま
す
。

栄
養
面
を
考
え
た
り
、
三
度
の
食

事
を
担
保
す
る
こ
と
や
常
時
子
ど

も
一
人
で
の
食
事
回
数
を
減
ら
す

な
ど
、
楽
し
い
団
ら
ん
の
食
事
を

演
出
す
る
努
力
も
大
切
で
す
。
ま

た
、
必
要
な
医
療
を
受
け
さ
せ
る

こ
と
も
、
清
潔
な
体
を
保
つ
こ
と

や
服
装
を
整
え
る
こ
と
も
、
育
児

を
担
う
も
の
に
は
求
め
ら
れ
て
い

る
の
で
す
。

　
10
月
は「
大
阪
府
部
落
差
別
事

象
に
係
る
調
査
等
の
規
制
等
に
関

す
る
条
例
」啓
発
月
間
で
す
。条
例

は
、
部
落
差
別
事
象
の
発
生
を
防

止
し
、
基
本
的
人
権
を
擁
護
す
る

た
め
、
差
別
に
つ
な
が
る
調
査
や

報
告
な
ど
の
行
為
を
規
制
し
て
い

ま
す
。

問 

大
阪
府
府
民
文
化
部
人
権
局 

人
権
擁
護
課
人
権・
同
和
企
画

グ
ル
ー
プ

℡ 

０
６
・
６
２
１
０
・
９
２
８
２

女
性
に
対
す
る

 
暴
力
を
な
く
す（
全
5
回
）

甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習

 

（
資
格
取
得
）

な
く
そ
う
部
落
差
別
調
査

市
民
救
命
士
講
習

住
宅
火
災
の
予
防

子どもと女性のための
カウンセリングルーム

亀井明子さん

　市内では、車上狙いなど自動車を対象とする
犯罪や、女性・子どもが被害者となる犯罪が発
生しています。
　市民の皆さん、日ごろから防犯対策を万全に
して、犯罪被害にあわないように注意しましょ
う。

メインスローガン
「みんなで力をあわせて 安全・安心まちづくり」

サブスローガン
▽ 地域の輪 みんなで守ろう 子どもの未来
▽振り向いて あなたの後ろに 迫る影
▽それは詐欺！ ATMで 還付金
▽ 気ぃつけや～
　あんたのことやで そのバッグ
▽カギ締めて 荷物残さず からっぽに
重点
▽ 子どもと女性を対象とする犯罪の被害防止
▽特殊詐欺の被害防止
▽ ひったくりおよび自動車を対象とする
　犯罪の被害防止

問守口警察署   ℡06-6994-1234

全国地域安全運動
10月11日（火）～20日（木）

～「安全・安心なまち守口」
を築こう～

もりトピ


